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可能性を信じて　
夢にチャレンジ！

CGU TALK

CGU INFORMATIONCGU MESSAGE

中京学院大学と地域を結ぶ情報満載
●図書館一般開放
●大学祭「どうだん祭」
●中津川駅前コミュニティセンター・水曜公開講義

くつろぎのカフェ珈琲屋

簗瀬洋一郎先生の
オススメ中津川

加子母まで
裏木曽街道を走る

SARASA
探訪記
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東山魁夷 心の旅路館

日本画の巨匠、東山魁夷は若き日に
木曽の大自然の雄大さに接し、風景画
を描く決心をしたといわれている。館
内では、淡い色調で描かれた美しい風
景画の数々が鑑賞できる。

岐阜県中津川市山口1番15号
00573-75-5222
開館時間　9:30～17:00
休館日　月曜　毎月第３水曜　年末年始
（祝祭日の場合は翌日）
入館料　大人310円　小中学生100円

19号を北上して、読
書発電所を左手に見な
がら三叉路を右手に曲
がり256号を進むと、
すぐに妻籠（つまご）宿。

読書発電所

大正期の水路式発電所で国の重要文化財。鉄筋コンクリー
ト造りでレンガ壁・陸屋根構造、半円形の窓や屋上に突き
出した明かり窓など近代的なデザインが施されている。山の
斜面を太いパイプが走り、レトロな発電所の建物の前は川が
流れている。近くには電力王・福沢桃介に由来する「桃介橋」
や「福沢桃介記念館」「山の歴史館」などがある。

日本画の巨匠の名作を堪能する

電力王・福沢桃介由来の大正期の歴史的建造物

道の駅「賎母（しずも）」

LET'S  GO!

福沢桃介って誰？
福沢諭吉の養子で、アメリカに留学し、明治40年
代から名古屋を中心とする実業界で活躍、特に木曽
川水力発電の開発に情熱を注いだ。またプライベー
トでは日本初の女優・川上貞奴とのロマンスが有名。

宮澤幸大さん
中京学院大学経営学部経営学科4年
長野県出身　松川中学校卒・松川高校卒
『松川に車で帰る時に通る道です。いつもは素
通りでしたが、今回は途中下車して楽しみます』
（硬式野球部に所属。投手。得意球種はカーブ）

陳 暁紅さん
中京学院大学経営学部経営学科3年
中国無錫出身　南京理工大学卒
『私は、自然が大好きです。日本では、北海道
や京都には行ったことがあります。今度は沖縄に
行きたいですね』
（好きな食べ物は寿司。納豆も大丈夫の和食好き）

ナビゲートするのはこの二人
みやざわひろ き

ちん ぎょうこう

ひがし やま かい　い

よ み か き

ドライブナビ 3

ドライブナビ3

中津川市街を出発、19号を北上して約10キロも走
ると風景も変わってくる。道の駅「賎母（しずも）」の中
に「東山魁夷心の旅路館」があり、最初に立ち寄る。

秋冬のドライブ特集

中津川から飯田までは、恵那山トンネル
を抜ければすぐの距離ですが、かつては
山道でした。途中には、大正時代に造ら
れた発電所や中山道の妻籠宿、木地師
の里もあり、歴史を感じるエリアでもあり
ます。今回は飯田市近郊松川出身の宮澤
君の案内で、ドライブには最適のコースを
訪ねます。
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手挽きろくろ体験工房　
所要時間＝約40分　料金＝6寸（18cm）皿1575円より

協力：ヤマト小椋商店
長野県木曽郡南木曽町漆畑
00264-58-2144

木
地
師
／
小
椋
榮
一
さ
ん

博物館のように数多くの品が並ぶ
古い店。番傘、下駄、笠、カンジ
キ、籠、民芸品が棚から床まで並ん
でいる。手頃なお土産品は箸。飾
り用の1メートル以上のものもある。

長野県木曽郡南木曽町
00264-57-3008

工房の中には、製作途上の鉢や椀、盆などが無
造作に置いてある。木のかたまりが木地師の手
にかかると器になる。電動ろくろの音が響き、木
屑が宙を飛ぶ。ものづくりを見るのは飽きない。

協力：ヤマイチ
長野県木曽郡南木曽町
吾妻4689-220
00264-58-2041

体験道場の酒井敏文さん
の指導でキレイな木の皿
ができました。裏に名前
を入れてできあがり。

一人が手で引っぱってろ
くろを回す。回っている
木皿にカンナの刃を当て
て削るが、なかなかタイ
ミングが合わない。強く
当てると木に引っかかっ
てストップしてしまう。

木地師を体験しよう！

妻籠宿 岩井屋

簡単そうに
見えて

意外と難し
い
カンナ削り妻籠宿

ここは江戸から42番目の宿場。木
曽の宿場の中でも最も保存がよく、
家並みが残されている。宿場は敵の
侵入を防ぐために道を二度直角に折
り曲げた「桝形（ますがた）」になっ
ている。だから道を曲がると突然古
い街並みが現れる。まさにタイムス
リップしたみたい。島崎藤村の第一詩
集「若菜集」に収められた「初恋」
の詩（まだあげ初めし前髪の、林檎の
もとに見えしとき～）のモデルとなっ
たおゆふさんの嫁ぎ先の脇本陣（国
重要文化財）がある。中山道は、京
都から江戸へ、江戸から京都へと多
くの人々が通った道である。

藤村初恋の人の面影が残る
旅情豊かな宿

福を呼ぶということで人気の妻籠宿
のふくろうの置物。木彫り2000円
（左）、陶器各250円（中・右）

飯田へ

き　　　じ　　　し

つ ま 　 ご

～中津川から飯田まで～　

つま ご

ドライブナビ
3 山道を登る感じになる。南木曽温泉を越えると

木地師の里に入る。尾張藩が保護したために木曽
の美林が育った。日本三大美林のひとつである。

ドライブナビ
3

険しい山道が続くが、あせらず安
全なスピードで運転すれば大丈夫。
下りになっても無理せず、エンジン
ブレーキも併用しよう。

木地師の里
諸国を渡り歩いた木地師がたどり着いた場所
ろくろを回して椀や盆のような円形のくりもの木地を
作る職人を「木地師（きじし）」と呼ぶ。その歴史は千百年
以上も前にさかのぼる。木地師は朝廷から諸国を自由に
往来して優れた木を求める特権が許されていた。明治初
年の廃藩置県により木地師の山渡りに終止符が打たれた。
そこで木曽の地に移住したのが始まりと言われている。

き　　　じ　　　し



山道をはるばる来ると時間がかかるが、中央高速の園
原ICからは10分の距離。南信州を代表する一大温泉地。
周りを山に囲まれて、天竜川支流の阿知川の渓流沿いに
大小25の宿がある。日本神話の登場人物が関係してい
るといわれる由緒ある温泉なのだ。良質な硫黄泉のアル
カリ性単純硫黄温泉、お湯に入っても飲んでも効果があ
るという。別名美人の湯。

牡羊座
3.21-4.20

「スポーツ施設」身体を鍛えに出かけましょう。ジ
ムか温水プールがいいでしょう。
学業運＝△　金運＝○　健康運＝◎　恋愛運＝△
ラッキーアイテム＝トレーニングシューズ

牡牛座
4.21-5.21

「寺院仏閣」由緒ある建物や史跡などを訪ねまし
ょう。静かに夕日を眺めて一句。
学業運＝◎　金運＝△　健康運＝△　恋愛運＝
○　ラッキーアイテム＝アロマローソク

双子座
5.22-6.21

「高原」休みの午後に緑の綺麗な場所に行きまし
ょう。ボートに乗るとなおいいでしょう。
学業運＝○　金運＝△　健康運＝△　恋愛運＝
◎　ラッキーアイテム＝財布

蟹座
6.22-7.22

獅子座
7.23-8.22

「城」城または城跡でもいいです。恋人と朝から
出かけると愛が深まるでしょう。
学業運＝◎　金運＝◎　健康運＝◎　恋愛運＝◎
ラッキーアイテム＝犬

乙女座
8.23-9.23

「農村」田畑が見えるところをどこまでも走りまし
ょう。精神的に余裕が出るでしょう。
学業運＝○　金運＝○　健康運＝○　恋愛運＝△
ラッキーアイテム＝ブーツ

天秤座
9.24-10.23

「海・湖・川」水辺に出かけましょう。寒くても童
心にかえって水遊びすると運気がアップします。
学業運＝○　金運＝◎　健康運＝△　恋愛運＝○
ラッキーアイテム＝グラス

蠍座
10.24-11.22

射手座
11.23-12.21

山羊座
12.22-1.20

水瓶座
1.21-2.18

「橋」橋のかかっている場所で景色を楽しみましょ
う。吊り橋を渡るとさらにいいでしょう。
学業運＝○　金運＝△　健康運＝△　恋愛運＝○
ラッキーアイテム＝マフラー

魚座
2.19-3.20

◎＝絶好調　○＝普通　△＝注意　×＝危険

CGU開運占い☆☆☆11～12月・ドライブに出かけるとラッキーな場所を占います。 占い師＝沙羅紗

「家具屋」新しい家具を買いに行きましょう。特に
座り心地のよい椅子を選びましょう。
学業運＝△　金運＝△　健康運＝×　恋愛運＝△
ラッキーアイテム＝椅子

「港」悲しくなったら港に行って船を見つめましょ
う。三人で出かけると喧嘩しますから注意。
学業運＝△　金運＝△　健康運＝△　恋愛運＝×
ラッキーアイテム＝ペーパーナイフ

「動物園」ライオンや虎など強い動物を見るとパワ
ーアップできます。蛇を見ると金運アップ。
学業運＝◎　金運＝◎　健康運＝○　恋愛運＝○
ラッキーアイテム＝生花

「温泉」リフレッシュしましょう。夜に露天風呂に
入って月と星を見つめてください。
学業運＝◎　金運＝○　健康運＝△　恋愛運＝△
ラッキーアイテム＝陶器

「街」ショッピングに出かけましょう。土岐プレミ
アム・アウトレットなんかがいいかも。
学業運＝◎　金運＝○　健康運＝◎　恋愛運＝◎
ラッキーアイテム＝赤いリボン
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長野県飯田市座光寺3795-1
00265-53-7900
営業時間　10:00～18:00
木曜定休
（定休日が祝日の場合は営業）

信州の京都といわれる飯田は、文化的な香りの明るい街

昼神温泉

殿岡温泉　湯元 湯～眠ゆーみん

陳「パンは中国語で面包（ミィエンパァウ）
といいます。発音難しいですよ」

長野県飯田市上殿岡628
アップルロード沿
00265-28-1111
入浴料／700円（24時間営業）
宿泊／シングル5925円～　

ツイン12900円～

山に囲まれ天竜川のせせらぎを聞く由緒ある温泉郷

天竜川沿いにある
素材にこだわったパン屋さん

玄パン工房 BAOBABバオバブ

宿泊もできる健康ラン
ド。大浴場にはジャグジー
やサウナ、霧状のミストサ
ウナがある。檜、岩、舟
の3種類の露天風呂もあ
る。アルカリ性単純泉の
天然温泉は、筋肉痛や冷
え性、疲労回復、健康増
進に効果がある。館内に
は中華・和食・洋食が食
べられるレストラン黄龍城
（ホアロンチョン）もある。

長野県の最南端伊那谷の飯田は、中央を北から南へ天竜川が流れ、東に
南アルプスと伊那山脈、西に中央アルプスをのぞみ、豊かな自然と四季の
変化に富む街だ。昭和22年「飯田の大火」からの復興過程で、防火帯道
路中央の緑地帯にリンゴが植えられ、リンゴ並木が町のシンボルとなった。

もっちりとした
食感が新鮮！

食べると
健康になれそう!

松川はぼくの故郷。
実家ではリンゴを栽培しています

本来のリンゴ並木は、中央公園から飯田動物園ま
での緑地帯をいうが、飯田市の木がリンゴに制定さ
れているだけに、市内各所でリンゴを見ることができ
る。飯田インターから153号で市内に入る道の両脇に
もリンゴが植えられ、アップルロードと呼ばれている。

アップルロード

天竜川沿いのショッピングタウンの中
にあるパン屋。天然酵母と国産の小麦
粉を使い、自然の素材を大切にしたパ
ン作りをしている。

11月は紅葉が見ごろ。毎日、季
節の野菜などを売る朝市が昼
神温泉観光センター前にて行
われている。
時間／6:00～8:30（12～3月）
問合せ／昼神温泉ガイドセン
ター
00265-43-3001

ドライブの疲れは、
温泉に入ってリフレッシュ！
今日は、お疲れ様でした。

飯田インターからリンゴの香りに包まれて市内へ入る道

リンゴは、中国語で
華果（ピンゴァ）といいます

飯田の玄関口にあるモダンな温泉リゾート
野球選手は肩が命。
温泉が効果ありそう！

中華もいいけど、
和食大好き

～中津川から飯田までドライブ～

気になる
お店発見
気になる
お店発見

?
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。

４
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。
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な
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な
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し
た
。
上
手
に
時

間
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に
自
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を
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け
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と
思
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す
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保
育
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に
編
入
す
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、
そ
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と

も
他
の
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を
見
つ
け
る
か
は
、
ま
だ
今
は
わ

か
り
ま
せ
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進
路
の
決
ま
っ
て
い
る
人
に
は
、
や
り
た
い

こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
私

の
よ
う
に
、
ま
だ
進
路
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
り

見
つ
か
っ
て
い
な
い
人
に
は
、
焦
ら
ず
に
見
つ

か
る
ま
で
探
し
ま
し
ょ
う
と
言
い
た
い
で
す
。
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小
学
生
か
ら
続
け
て
い
る
卓
球

将
来
は
実
業
団
で
活
躍
す
る
の
が
夢

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
環
境
で
練
習
の
日
々
で
す留

学
生
や
ド
イ
ツ
の
卓
球
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ー
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行
っ
て
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た
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も
い
て
彼
ら
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抜
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っ

て
い
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。
彼
ら
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負
け
な
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よ
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を
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
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。
将
来
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卓
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で
実
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進
み
た
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で
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題
は
筋

力
、
力
を
つ
け
て
パ
ワ
ー
の
あ
る
ボ
ー
ル
を
打

ち
た
い
で
す
。
得
意
な
の
は
カ
ウ
ン
タ
ー
ド
ラ

イ
ブ
。
サ
ー
ブ
は
下
手
で
す
か
ら
も
っ
と
練
習

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
は
ア
パ
ー
ト
と
学
校
、
そ
し
て
体
育
館
で

の
練
習
と
い
う
毎
日
で
す
が
、
休
み
に
は
買
い

物
に
行
っ
た
り
し
て
生
活
は
充
実
し
て
い
ま
す
。

授
業
で
は
、
大
学
に
入
っ
て
初
め
て
パ
ソ
コ

ン
を
い
じ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
就

職
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
も
学
問
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

今
は
学
校
と
体
育
館
と
ア
パ
ー
ト
の
往
復

卓
球
少
女
の
愛
ち
ゃ
ん
で
は
な
い
で
す
が
、

ぼ
く
は
小
学
校
１
年
の
時
か
ら
卓
球
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
三
つ
年
上
の
兄
が
や
っ
て
い
た
の

で
、
一
緒
に
や
り
始
め
た
ん
で
す
。
中
学
高
校

と
卓
球
一
筋
で
、
高
校
の
時
に
は
群
馬
県
大
会

で
優
勝
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
し
た

ん
で
す
よ
。

高
校
卒
業
の
時
に
社
会
人
に
な
ろ
う
か
と
就

職
も
考
え
ま
し
た
し
、
卓
球
も
や
め
よ
う
か

な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
監

督
が
中
京
学
院
の
卓
球
部
の
監
督
と
先
輩
後
輩

の
関
係
だ
っ
た
こ
と
や
、
先
輩
が
進
学
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
こ
の
大
学
を
選
び
ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
卓
球
部
の
同
期
に
は
、
中
国
の

森
山
裕
子
さ
ん

新
し
い
何
か
を
見
つ
け
る
た
め
に

よ
り
広
く
学
ぶ
こ
と
を
選
び
ま
し
た

語
学
の
た
め
に
留
学
も
し
た
い
で
す
ね

中
京
学
院
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
１
年

中
津
川
出
身
　
中
津
川
市
立
坂
本
中
学
校
・
中
京
高
校
卒

中
京
学
院
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
１
年

群
馬
県
出
身
　
沼
田
市
立
薄
根
中
学
校
・
樹
徳
高
校
卒

せ
い

ご

小
学
生
の
頃
、
低
学
年
の
子
を
連
れ
て
通

学
し
た
り
、
近
所
の
赤
ち
ゃ
ん
の
お
守
り
を
す

る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
子
ど
も
を
世
話
す
る

こ
と
が
天
職
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
将

来
は
保
育
士
に
な
り
た
か
っ
た
で
す
。
今
で
も
、

ず
っ
と
そ
の
夢
は
続
い
て
い
ま
す
け
ど
。

そ
れ
か
ら
高
校
２
年
の
時
に
研
修
旅
行
で

九
州
へ
行
っ
て
初
め
て
飛
行
機
に
乗
り
ま
し

た
。
客
室
乗
務
員
の
気
づ
か
い
を
見
て
、
職

業
と
し
て
憧
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

4
年
間
で
何
が
見
つ
か
る
か
模
索
中
で
す

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
保
育
士
が
夢
で
し
た

監
督
や
先
輩
を
み
て
進
学
を
決
意

夢
を
追
う
の
が
若
者
の
特
権
。

中
京
学
院
大
学
生
が
夢
実
現
に
励
む
姿
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

新
し
い
シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
一
人
は
広
い
視
野
で
勉
強
中
、

も
う
一
人
は
卓
球
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
１
年
生
で
す
。

第１回

可
能
性
を
信
じ
て

夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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生
が
い
る
の
か
会
い
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

｜｜
大
学
で
は
体
育
会
系
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
？

ぼ
く
は
大
学
に
入
っ
た
と
き
に
自
分
を
変
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
勉
強
一
筋
で
来
た
か
ら
新
し
い
自

分
を
発
見
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
っ

と
も
個
性
的
な
体
育
会
系
の
水
泳
部
に
入
り
ま

し
た
。
誰
も
が
「
水
泳
部
が
個
性
的
で
あ
る
」

と
言
っ
て
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
で
興
味
を
持
ち

入
部
し
ま
し
た
け
ど
、
練
習
は
厳
し
か
っ
た
で

す
。
ぼ
く
は
、
競
泳
と
水
球
の
両
方
掛
け
持
ち

し
て
い
た
の
で
、
二
倍
の
練
習
量
。
体
力
に
は

自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

｜｜
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
水
泳
部
は
、
個
性
的
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

珈琲屋

…
｜｜
小
学
生
の
頃
は
、ど
ん
な
子
ど
も
で
し
た
か
？

小
学
生
の
頃
か
ら
古
生
物
学
に
興
味
が
あ

り
、
化
石
の
発
掘
な
ど
が
好
き
で
し
た
。
し
か

し
、
物
理
学
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
進
路
は
迷

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
名
古
屋
大

学
の
理
学
部
地
球
惑
星
科
学
科
に
進
み
ま
し

た
。
地
球
惑
星
科
学
科
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
物

理
学
も
宇
宙
物
理
学
と
い
う
形
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
当
然
、
古
生
物
学
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
情
報
処
理
の
知
識

や
技
術
を
得
た
の
も
自
分
が
好
き
な
世
界
に
役

立
て
る
た
め
で
す
。
学
ぶ
楽
し
さ
。
そ
れ
を
学

生
に
は
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
進
路
選

択
は
、
学
校
を
選
ぶ
よ
り
も
、
師
匠（
先
生
）を
選

ぶ
と
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
学
校
に
ど
ん
な
先

特
に
宴
会
に
な
る
と
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
伝

統
的
に
名
大
水
泳
部
は
、
は
じ
け
っ
ぷ
り
が
有

名
で
し
た
。
男
性
だ
け
で
す
が
、
一
年
生
全
員

が
素
っ
裸
に
な
り
ま
す
。
裸
に
な
る
こ
と
で
自

分
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。
貴
重
な
思
い
出
で
す
。
時
に
は
人
間

は
裸
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
！（
笑
）。

｜｜
す
ご
い
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
ね
。
こ
れ

か
ら
の
抱
負
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

大
学
院
で
学
ん
だ
後
、
就
職
と
い
う
形
で
中

京
学
院
大
学
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
最

初
は
学
生
と
そ
ん
な
に
年
齢
が
変
わ
ら
な
か
っ

た
し
、
年
上
の
学
生
も
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

き
に
裸
の
自
分
を
見
せ
る
と
、
実
際
に
見
せ
て

は
い
け
な
い
け
ど（
笑
）、
素
に
な
る
こ
と
で
触

れ
あ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
学
生

た
ち
に
は
、
学
問
だ
け
で
な
く
将
来
の
こ
と
や

恋
愛
な
ど
の
人
生
の
悩
み
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し

て
き
ま
し
た
。

で
も
ぼ
く
は
、
ま
だ
研
究
者
と
し
て
途
中
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
一
緒
に
学
ん
で
い

き
ま
す
。

6

１
９
７
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
当
時
は
中
津
川
で
も
珍
し
い

自
家
焙
煎
の
店
だ
っ
た
。
簗
瀬

先
生
が
結
婚
前
に
デ
ー
ト
で
も

よ
く
通
わ
れ
た
、
雰
囲
気
の
良

い
お
店
。
テ
ー
ブ
ル
の
ガ
ラ
ス

板
の
下
に
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
敷
き

詰
め
ら
れ
、
店
内
に
は
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
な
も
の
が
飾
ら
れ
て
い

る
。
夏
場
に
は
窓
を
開
放
し
て

目
の
前
に
広
が
っ
た
田
園
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

簗
瀬
先
生
は
、
こ
こ
で
黙
っ

て
景
色
を
見
つ
め
て
時
間
を
過

ご
す
の
が
最
高
の
贅
沢
で
あ
る

と
い
う
。

簗瀬洋一郎先生の
オススメ中津川

担当科目／情報処理演習、情報ネットワーク論、他
座右の銘／「よく学び、よく遊べ」
趣味／テニス、水球、他多数

珈琲屋

学
校
を
選
ぶ
よ
り
も
、

師
匠
（
先
生
）
を
選
び
た
い

人
間
、
裸
に
な
る
と

理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
る
も
の
な
ん
だ

探
究
心
が
旺
盛
で
、
研
究
す
る
こ
と
が
大
好
き
、
幼
い
頃
の
夢
は
考
古
学
の
道
に
進
む
こ
と
、
と
い
う
梁
瀬
先
生
は

学
ぶ
楽
し
さ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
願
っ
て
、
真
剣
か
つ
人
間
味
あ
ふ
れ
る
姿
勢
で
学
生
に
接
し
て
い
ま
す
。

ゆるやかに時間が
流れる安らぎの
カフェテリア

珈琲屋
（阿部仁矢店長）

簗瀬先生の思い出のお店

学
校
は
勉
強
を
楽
し
む
た
め
の
場
所
で
あ
る

簗瀬洋一郎先生

C G U talk
や な せ

や な せ



中
京
学
院
大
学
の
総
合
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
図
書
館
を
、

一
般
の
方
に
も
開
放
し
ま
し
た
。

図
書
館
に
は
現
在
約
５
万
冊
を

収
蔵
し
て
い
ま
す
。
経
営
の
専

門
書
だ
け
で
な
く
一
般
教
養
や

資
格
取
得
に
向
け
た
入
門
書
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
書
籍
の
貸

出
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
下
記
の
通
り
で
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
利
用
時
間
】

●
平
日
　
９
時
〜
19
時

●
土
・
日
・
祝
祭
日
　
９
時
〜
17
時

※
第
３
日
曜
日
の
み
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
は
休
館
で
す
。

【
場
所
】

大
学
構
内
　
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図

書
館

中
津
川
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
利
用
資
格
】

●
閲
覧

年
齢
15
歳
以
上
の
方

●
貸
出
　
岐
阜
県
、
愛
知
県
、

長
野
県
、
静
岡
県
、
三
重
県
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

【
利
用
に
際
し
て
】

総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
及
び
駅

前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
利

用
者
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
学
生
証
、

免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

図書館を一般開放しました

10
月
15
日（
土
）
〜
16
日（
日
）

の
二
日
間
に
亘
っ
て
中
京
学
院

大
学
祭「
ど
う
だ
ん
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
日
は
あ
い
に
く

の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
両
日

あ
わ
せ
て
約
1
7
0
0
人
も
の

方
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
注

目
は
な
ん
と
い
っ
て
も
「
U
N

D
E
R
G
R
A
P
H
ラ
イ
ブ
」

で
し
た
。
遠
方
か
ら
も
フ
ァ
ン

の
方
が
大
勢
駆
け
つ
け
、
会
場

と
な
っ
た
体
育
館
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
祭
で
は
模
擬
店
や

さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
「
企
業
探
求
プ
ロ
グ
ラ
ム
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
」
で
は
、

学
生
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
企
業
か
ら

与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し

て
、
自
分
た
ち
な
り
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
様
々
な
特
色
あ
ふ
れ
る
趣
向

を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
一

般
の
方
に
審
査
し
て
頂
き
、
優
秀

な
グ
ル
ー
プ
に
は
豪
華
賞
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
学
生
た
ち
の
励
み
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

調理の腕は、ちょっと心配！？　でも学園祭
で食べる食べ物は、美味しいですね。

小さいお子さんにも楽しんでい
ただけたみたいです。

威勢のいい掛け声で学
生たちが産地直送の野
菜などを販売して好評
でした。

中
津
川
駅
前
に
あ
る
駅
前
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下

記
の
通
り
「
水
曜
公
開
講
義
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
表
題
の
通
り

毎
週
水
曜
日
に
大
学
の
教
師
の
方

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
講

義
を
実
施
し
て
い
ま
す
。実
学
に
、

教
養
に
…
、
こ
の
講
義
を
大
い
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

毎
週
水
曜
日
18
時
30
分
〜
20
時
の
90

分
間（
定
員
50
人
／
回
）

【
場
所
】

J
R
中
津
川
駅
前
中
京
学
院
大
学
駅

前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
受
講
費
】

１
回
券
5
0
0
円
。
5
回
券
1
5
0
0

円
。（
券
は
駅
前
事
務
室
に
て
販
売
。

受
講
当
日
で
も
購
入
で
き
ま
す
。）

【
受
講
申
込
】

駅
前
事
務
室
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
中
京
学
院
大
学
駅
前
事
務
室

0
0
5
7
3
ー
6
5
ー
8
7
1
1

（
担
当
／
木
戸
）

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
9
時
〜
17
時

INFORMATIONCGU

第13回　中京学院大学祭
「どうだん祭」開催される

駅前コミュニティセンター
「水曜公開講義」のご案内

CGU

映画のなかのキリスト教文化

キャッシュ・フロー計算書の見方

地域社会を考える～

中津川市高齢者調査を例として

恐竜が絶滅した

白亜紀末に何が起こったか？

情報の観点からみた地震災害

脱組織・自立型自分人間

ヴィクトリア女王の前半生

仕事を楽しくしよう

アジアの経済発展と家計

英語で遊ぼう

英語の前置詞

安楽死の是非について

外国企業と日本

不況こそチャンス～

イノベーションでピンチをチャンスに

今後の講義予定

11／ 2（水）

11／ 9（水）

11／16（水）

11／30（水）

12／ 7（水）

12／14（水）

12／21（水）

1／11（水）

1／18（水）

1／25（水）

2／ 1（水）

2／ 8（水）

2／15（水）

2／22（水） 駅前コミュニティセンター
岐阜県中津川市栄町1-1
00573-65-8711

7
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中
津
川
市
か
ら
下
呂
ま
で

の
付
知
川
沿
い
の
道
は
、
中

山
道
側
に
通
っ
て
い
る
「
木

曽
」に
対
し
「
裏
木
曽
街
道
」
と

呼
ば
れ
、
温
泉
や
景
勝
地
、

工
芸
品
に
食
べ
物
を
扱
う
お

店
な
ど
が
数
多
く
点
在
し
、

モ
ダ
ン
な
建
物
の
道
の
駅
も

楽
し
い
。

ス
ロ
ー
に
１
日
か
け
て
、

さ
あ
「
再
発
見
の
旅
」。

季
節
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、

名
所
・
旧
跡
や
土
地
な
ら
で
は
の
味
を
訪
ね

「
裏
木
曽
街
道（
国
道
2
5
7
号
線
）」
を

ノ
ン
ビ
リ
行
こ
う
。

か
し
も
か
ん
の
ん

加
子
母
の
西
に
位
置
す
る

小
郷
平
の
真
ん
中
に
、一
段
と

高
く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
の

が
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の

大
杉
。
延
命
地
蔵
尊（
1
1
9

4
年
）を
し
っ
か
り
抱
き
か
か

え
る
よ
う
に
守
り
、
推
定
樹

齢
千
百
数
年
と
い
わ
れ
全
国

で
も
屈
指
の
大
木
。

加
子
母
大
杉
地
蔵
尊

新
し
く
中
津
川
市
に
仲
間

入
り
し
た
加
子
母
は
、
地
区

の
面
積
の
94
％
が
山
林
で
、

高
地
の
気
候
を
活
か
し
て
ト

マ
ト
の
栽
培
が
盛
ん
。
そ
の

東
濃
ひ
の
き
の
工
芸
品
と
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
で
有
名
な
の

が
こ
の
道
の
駅
。「
と
ま
と
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
や
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
限
定
の
「
い
も

も
ち
」
は
逸
品
の
味
。

木
曽
ひ
の
き
と

ミ
ネ
ラ
ル
ト
マ
ト
の
街

樹
齢
3
0
0
年
の
６
本
の

柱
で
支
え
ら
れ
た
総
ひ
の
き

で
造
ら
れ
た
6
角
形
の
特
産

品
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
花
屋
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
楽
市
楽
座
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
展

示
室
で
は
、
日
本
最
大
の
木

曽
檜
の
年
輪
板
に
触
れ
る
こ

と
も
で
き
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
も
数
多
く

開
催
さ
れ
て
い
る
。

自
然
に
恵
ま
れ
た

花
と
人
の
オ
ア
シ
ス

明
治
座

道の駅 加子母

けいちゃん／加子母の
郷土料理。おみやげに
もオススメ。

一枚一枚、手焼きの
大山せんべい（玉子、
落花生の2種）。

昔懐かしいキャンデ
ィータイプのハッカ糖
（530円／2種）。

併設の道の駅内のレストラン
では、「けいちゃん定食」や
「麦とろろ定食」などの地元料
理が楽しめる。

体
内
に
般
若
心
経
一
万
巻
余
を
納
め

た
「
胎
蔵
仏
」
の
観
音
様
は
、
そ
の
昔

こ
の
地
方
の
田
畑
を
大
雨
か
ら
守
っ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
た
観
音
様
の
御
徳
を

尊
び
建
て
ら
れ
た
も
の
。
裏
木
曽
街
道

で
大
き
な
事
故
が
な
い
の
も
、
こ
の
観

音
様
の
お
か
げ
か
も
？

加
子
母
観
音

倉
屋
温
泉
と
同
じ
源
泉
の

足
湯
が
、
駅
内
の
楽
市
楽

座
の
中
に
あ
る（
無
料
）。

8

道の駅 加子母

中
津
川
を
代
表
す
る

「
栗
き
ん
と
ん
」
と
、

山
の
幸
、
川
の
幸
を
朴

葉
で
包
ん
だ
「
ほ
う
ば

寿
司
」
は
、
コ
コ
の
一

押
し
で
す
。

道の駅 花街道付知道の駅 花街道付知

当
時
（
明
治
27
年
）

と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
、

回
り
舞
台
に
セ
リ
、
両

花
道
な
ど
が
あ
る
豪
華

な
造
り
で
、県
指
定
有

形
民
俗
文
化
財
で
あ
り

な
が
ら
、
加
子
母
歌
舞

伎
や
、
様
々
な
コ
ン
サ

ー
ト
の
舞
台
と
し
て
、今

も
活
躍
し
て
い
る
。

加
子
母
ま
で

裏
木
曽
街
道
を
走
る

か
　
　
し
　
　
も

岐阜県中津川市加子母
3900-29
00573-79-3319
営業時間／
8：00～17：00
（3月中旬～11月）
8：30～16：30
（12月～3月中旬）
トイレ・駐車場・公衆電話
24時間利用可

か
し
も
お
お
す
ぎ
じ
ぞ
う
そ
ん

岐阜県中津川市付知町
8581-1
00573-82-2000
営業時間／9：00～18：00
トイレ・駐車場・公衆電話
24時間利用可

国
道
か
ら
加
子
母
川
を
5
分
ほ
ど
上
流
へ
。

春
の
新
緑
、
夏
の
涼
風
、
秋
の
紅
葉
と
四
季

折
々
の
自
然
に
包
ま
れ
た
裏
木
曽
の
景
勝
地
。

80
ｍ
の
高
さ
か
ら
流
れ
落
ち
る
夫
婦
滝
や
、
小

秀
山
登
山
道
へ
の
入
り
口
に
も
な
っ
て
い
る
。

乙
女
渓
谷

SARASA探訪記


